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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，学校現場で大きな問題となっている「いじめ」について，コンパッ
ションに基づく総合的教育プログラムを考案し，中学生を対象にその効果の検討と普及を行うことであった。本
研究の結果，道徳のカリキュラムで実施可能な5回の授業からなるプログラムが作成された。また，プログラム
の中で取り扱うべき要因として，コンパッションへの恐れ，公正世界信念，仲間を下に見る感覚などが検討され
た。最終的に，本プログラムの有効性が検証されたほか，生存分析を用いて，未介入学級よりも介入を行った学
級においていじめの生起に関わる「学級で冷たくされる経験」の生起頻度が少ないことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the series of the studies was to develop and evaluate the 
efficacy of an ethic curriculum for junior high school students, designed for bullying prevention, 
which was attained by cultivating compassion. Especially, some studies examined the following three 
factors, “fear of compassion”, “belief in a just world”, and “an inclination of assuming 
classmate as lower,” mediate between bullying prevention and compassion. Finally, we composed the 
compassion-based ethic curriculum consisted of five times of lessons. The open trial to junior high 
school students indicated the efficacy of the curriculum on compassion and “an inclination of 
assuming classmate as lower”. Furthermore, a survival analysis revealed that an incidence of the “
cold attitude toward their classmate” in a classroom was more suppressed in the implementation 
classes than that of the wait list control classes in one month period. 

研究分野：臨床心理学

キーワード： コンパッション　いじめ予防　学級介入　級友を下に見る感覚　セルフ・コンパッション　マインドフ
ルネス
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
いじめの認知件数は H23 年度現在 14,894
件に上り，ここ数年は 1万 5千件前後を推移
して減少する気配は見られない(文部科学省，
2012)。そんな中，H25 年 9 月 28 日にいじ
め防止対策推進法が施行され，いじめ問題へ
の取り組みは新たな局面を迎えたと言える。
本法案の基本的施策の一つとして「学校にお
けるいじめの防止」が掲げられ（第十五条），
学校全体でいじめを防止するための具体的
措置を講ずる必要性が明記されている。この
施策は本法案の目出しの一つともなってい
るが，こうした施策を達成するために，各学
校が活用可能なプログラムの開発はほとん
ど行われていないのが現状である。数少ない
例として，日本と同様にいじめ問題の対応に
苦慮してきたフィンランドにおいて，「いじ
めと被害者減少のための学校ベースプログ
ラム KiVa」が 9 割以上の小中学校で実施さ
れ て い る (e.g., Salmivalli, kärnä, & 
Poskiparta, 2011)。また本邦においては，ピ
ア・サポートによるいじめ減少の取り組みや
(戸田，2005)，鳴門教育大学予防科学教育セ
ンターによる予防教育プログラム(Trial Of 
Prevention School Education for Life and 
Friendship: TOP SELF)が成果を上げいる
(例えば，山崎・佐々木・内田，2013)。しか
し，学校の特色やニーズは多様であり，それ
らに応える多様なサービスが今以上に開発
されなければ，学校としても具体的な策の講
じようがなく，結果として上記の法案も形骸
化してしまうことが懸念される。 
こうした現状に対して本研究では，臨床心
理学的立場から，「コンパッション」という
概念に基づくいじめ予防教育プログラムを
提案したい。コンパッション(compassion)と
は，思いやり，哀れみ，深い同情，慈しみ等
と訳される。また仏教用語では慈悲と呼ばれ，
慈(mettā)は他者の幸せが増加することを望
み，悲(karuṇā)は，他者の苦しみが減少する
ことを望む心的態度や行動実践を意味する
(大智度論)。さらに，こうした態度を自分自
身に向けることを自慈心(self-compassion)と
呼ぶ。近年の実証的研究の成果として，コン
パッションや自慈心は，3 つの要素から構成
されることが明らかにされている (Neff, 
2003)。すなわち，①自己や他者への優しい
気持ち (kindness)，②「人間みな同じ」とい
う感覚(a sense of common humanity)，③昔
や未来ではなく、今ここでの経験にバランス
のよい注意を向けること (mindfulness)であ
る。最近，このコンパッションの概念の重要
性を示す研究が増加している。例えば，従来
精神健康を高める要因として自尊心が研究
されてきたが，その影響は自慈心を統制する
と消失する(Neff & Vonk, 2009)。また，第 3
世代の認知行動療法として注目されてきた
マインドフルネスに基づく心理療法の効果
は，実はマインドフルネススキルの獲得より
も自慈心の獲得により説明される率が大き

い（Van Dam et al., 2011）。この様に，従来
精神健康に寄与すると言われた概念の背景
にコンパッションがあったことが示唆され
るのである。さらに，「自分に優しさを向け
る」と聞くと自分を甘やかすことのように誤
解され，特に本邦では忌避されがちだが，実
際には失敗経験に対する自慈心はむしろ反
対に自己向上動機を高める  (Breines & 
Chen, 2012)。そして，こうしたコンパッシ
ョンを涵養することは，個人の恥や罪悪感な
どの感情を低減させ(Gilbert, 2010)，他者と
のコミュニケーションを円滑にし，精神健康
を高める(Jinpa, 2010)ことが示されている。
文部科学省が示すいじめの原因と背景にお
いて，児童生徒，家庭，学校のいずれにお
ける問題においても「思いやりの欠如」「異
質性排除の傾向」等が指摘されている(東京
学校臨床心理研究会，2003)。子ども達が
他者に思いやりを持ち，優しさを示す態度
を獲得することは，こうしたいじめの根幹
を絶つことに繋がり，いじめ防止に有効で
あると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，学校現場で懸案となりな
がらも中々具体的な対応策が打ち出せない
「いじめ」の問題について，近年心理学分野
で注目される「コンパッション」の概念に基
づく総合的予防プログラムを考案し，中学生
を対象にその効果の検討と普及を行うこと
であった。本プログラムは，①道徳等の授業
時間に行うことを念頭に置いた，コンパッシ
ョンの涵養を目指した学級集団介入プログ
ラムと，②教員にもコンパッショネイトな態
度を涵養し，学級経営にそうした態度を活か
す力を高める教員トレーニングプログラム
から構成される。コンパッションとは，人へ
の優しさや思いやりを意味する新しい概念
である。その可能性を確証する基礎的研究を
重ねた上で，いじめ予防教育プログラムを開
発し，その効果を実証的に検討し，普及して
いくことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，コンパッションがどのような
場面で，どのようなプロセスを経て効果を発
揮するのかを明らかにするため，コンパッシ
ョン，及びセルフ・コンパッションの効果の
メカニズムに関する要因分析的研究を複数
行った。これらは，実験研究と，大学生を対
象とした介入アナログ研究からなっていた。
さらに，コンパッションといじめ予防を媒介
する変数をけんとうするため，3 つの尺度開
発研究を行った。こうした基礎的研究の成果
を反映させながら，合計 3つの中学生の学級
を対象とした介入研究を行った。基礎研究，
アナログ介入の成果を量的，質的に検討し，
プログラムの内容や指導方法に反映させ，介
入プログラムも年ごとに改変を重ね，より効
果の高いプログラムの開発を目指した。 



 
４．研究成果 
〔平成 25年〕 
本年度は，compassion の概念特性を明ら
かにする基礎的研究を 6つ行った。はじめに，
compassion の獲得を妨げる特性として注目
される Fear of Compassion(FoC)に注目し，
これを測定する尺度の作成(研究 1)と，本概
念の妥当性を検討する実験研究(研究 2)を行
った。Gilbert et al.(2011)が作成した Fear of 
Compassion Scale を邦訳し，信頼性と妥当
性を検討した。そして，FoCの中でも自身に
対して思いやりを表現することを恐れる
FoC for Selfと Self-compassionの概念的特
徴を明らかにするため，失敗場面において，
自身を模したアバターに対する反応を比較
する実験を行った。その結果，for Self のみ
が自己への攻撃行動の増加に影響すること
が 明 ら か と な っ た 。 次 に ， Self- 
compassion(SC)が思春期青年の心情に及ぼ
す影響を検討する一環として，自尊心との関
連を検討した。自尊心の低さを SCが補完す
ることを示す研究はあるが（Leary et 
al.(2007)，本研究では自尊心の不安定さに対
する調整効果に着目し，顕在的自尊心と潜在
的自尊心の不一致に及ぼす SCの影響を検討
した。Go/No-GO Association Taskを用いて
潜在的自尊心を測定し，自尊心の不安定さが
不安に及ぼす影響を SCが調整することを示
した(研究 3)。さらに，3週間の SCトレーニ
ングにより，自尊心の不安定が改善される傾
向が示された(研究 4)。さらに，SCが社交不
安傾向に及ぼす影響を検討した。SAD傾向と
SC傾向には負の相関が示され(研究 5)，SAD
傾向者のスピーチ状況に対する自己批判傾
向を，SC 教示が緩和することが実験により
示された(研究 6)。 
 
〔平成 26年度〕 
本年度は，一つの介入研究と，一つの調査
研究，および一つの実験研究を行った。実験
研究においては，開発中のプログラムにおい
て重視すべき要因の一つとして，イクアニミ
ティの効果について検討した。イクアニミテ
ィは，刺激や感情に流されない平静な心的態
度を意味する。このスキルにより，感情と距
離を置くことが可能となる。仏教では「捨(ウ
ペッカー）」と呼ばれ，重要な心的態度の一
つと考えられてきたが，心理学的な検討はこ
れまで行われてきていない。そこで，怒り感
情が喚起する場面で，イクアニミティが発揮
できた人とできなかった人のその後の感情
反応や課題成績を比較した。その結果，イク
アニミティが発揮できると，感情に流されず，
その後の課題に冷静に取り組めることが明
らかとなった。イクアニミティはプログラム
に反映させるべき重要なよそであることが
確認された(研究 7)。 
さらに，いじめ予防教育プログラムの効果
を検討する上で，いじめに対する予防効果を

いかにして検証するかが重要である。本研究
では，その予測因子として「「クラスメイト
を下に見る経験」に関する質問紙を作成した。
中学生 290 名(M=14.24, SD=0.99)を対象に
調査を行い，4 因子からなる「クラスメイト
を「下に見る」気持ち尺度」が開発され，信
頼性と妥当性が確認された(研究 8)。 
以上の研究，および前年度までの知見を踏
まえて，コンパッションに基づくいじめ予防
教育プログラムを策定し，中学 1年生 4クラ
スを対象にその効果を検証した。50 分×4 回
のセッションのプログラムであり，最長 4ヶ
月のフォローアップ調査を実施した。その結
果，短期的には気分の改善は見られるものの，
長期的には効果が見られないという結果に
なった。プログラムのさらなる改善，教員向
け研修の早期導入などが検討材料となった
(研究 9)。 
 
〔平成 27年度〕 
本年度は，compassion に基づくいじめ予
防教育プログラムの洗練と効果検証に関わ
る研究を 3件行った。本年度は，いじめが生
じる学級風土の中でも多勢を占める，「傍観
者」に焦点を当て，傍観者の冷たい態度がい
じめを助長する雰囲気の形成に寄与すると
の過程のものと，傍観者的態度を形成する要
因として「公正世界信念(Belief in a Just 
World: BJW)」に焦点を当て，これがいじめ
予防に及ぼす影響を検討した。初めに，本邦
では BJW を測定する尺度が開発されていな
いため，Lipkus, Dalbert, & Siegler(1996)に
よる"Belief in Just World Scales for Self 
and Others"を著者の許諾を得て翻訳し，信
頼性と妥当性を検討した(研究 10)。次に，
BJWといじめ傾向，及び compassionの関連
を検討するため，中学生 155名を対象に質問
紙による調査研究を実施した(研究 11)。その
結果，BJW-Self はいじめ加害行動や傍観者
的態度を低減し，compassion を促進するこ
とが示された。また BJW-Other は，
compassion傾向や「他者を助けたい気持ち」
と関連するが，実際の援助行動を増加するこ
とはないことが示された。さらに，Self と
Otherの交互作用において，Otherが低いと
き，Selfが高いと冷淡さが上昇することが示
された。そこで，これまでのプログラムにさ
らに両者のバランスの向上に関わる要素を
追加し，その効果を中学生 159 名(4 クラス)
を対象に介入を行い，その効果を検討した。
4 コマの授業と教員研修からななるプログラ
ムの効果を検証した結果，compassion スキ
ルの向上は認められず，傍観者的態度の減少
が認められた。compassion の尺度の問題，
介入プログラムの改善，教員プログラムの強
化などが課題となった(研究 12)。 
 
〔平成 28年度〕 
本年度は，コンパッション，及びセルフコ
ンパッションの効果のメカニズムに関する



二つの研究を行い，さらに，従来の学級介入
プログラムの集大成として，プログラムを 5
回セッションに改編し，教員，保護者向けプ
ログラムも追加し，その効果を検証する介入
研究を行った。はじめに，セルフ・コンパッ
ションが大学生にむちゃ食い傾向を緩和す
る可能性について，調査研究(研究 13)と短期
の介入研究(研究 14)により検討した。調査研
究の結果，恥感情が自己憐憫を媒介してむち
ゃ食い傾向を高めるプロセスに対して，恥と
自己憐憫の緩和を通してセルフ・コンパッシ
ョンがむちゃ食い傾向の緩和に効果を発揮
する可能性が示唆された。この成果に基づき，
4 セッションからなるグループコンパッショ
ントレーニングを大学生を対象に行った結
果，むちゃ食い傾向の軽減は認められなかっ
たものの，恥と自己憐憫傾向の緩和に一定の
効果を発揮することが示された。セルフ・コ
ンパッションの要素は若者のストレス反応
の軽減に有効である可能性が示唆された。介
入の際の注意点についても有益な知見が得
られた。こうした知見を反映させ，さらにこ
れまでの研究の成果を総括し，新たに 5セッ
ションからなるいじめ予防のために道徳の
授業で使用可能な，コンパッションに基づく
授業プログラムを開発した。教員向け研修，
さらに保護者向け研修も含めた，トータルな
アプローチとした。中学校 1年生 4クラスを，
介入群 2クラス，待機統制群 2クラスに分け
て，効果を検証した。その結果，介入群の一
方のクラスにおいて大きな人間関係トラブ
ルが介入期間に生じたため，むしろ指標のネ
ガティブな変化が確認された。そのため，も
う一方のクラスのみを対象に，待機統制群と
比較する分析をしたところ，いじめ被害経験
の減少，セルフ・コンパッションの増加が確
認された。さらに，生存分析の結果，他者か
ら優しくされる経験がより早い段階で生じ
ていたことが明らかとなった。以上の結果よ
り，本プログラムがいじめ予防に効果的であ
ることが示唆されたと言える。 
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